
A B C D E

基本目標１　力強い産業を育て魅力ある雇用を創出する 達成 ７割達成 基準以上 基準未満 不明

基準値（H28) R1年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 目標値（R7) 評価

10,178 11,650 9,599 － － 8,994 － 10,000 D

（参考）
基礎調査

基準値（H28) R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 目標値（R7) 評価

101,160 － 100,460 － － 95,685 － 11万 D

基本目標２　沼津への新しいひとの流れをつくる

基準値（R1) R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 目標値（R7) 評価

535 -178 -512 173 68 133 344 転入超過維持 A

基準値（R1) R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 目標値（R7) 評価

436.3万 201.9万 243.0万 327.5万人 366.3万人 344.1万人
350万人
（見込）

600万 D

基本目標３　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

基準値（R1) R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 目標値（R7) 評価

1,082 1,058 964 945 881 826 781 1,200 D

基準値（R1) R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 目標値（R7) 評価

16,423 16,011 15,646 15,265 14,857 14,390 13,929 18,000 D

基本目標４　新しい時代に合った、安全・安心で誰もが暮らしやすい地域をつくる

基準値（R1) R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 目標値（R7) 評価

79.1 81.7 77.8 77.6 79.4 78.7 78.6 85 D

数値目標

従業者数（人）

数値目標

転入超過数（人）

「第２期沼津市まち・ひと・しごと創生総合戦略」 基本目標の進捗（令和７年度）

評価基準

数値目標

事業所数（事業所）

【測定方法】経済センサスによる。

【考え方】
厳しい状況にある第一次産業の活性化に向けて、地産地消の推進を図るとともに、新たな特産品の開発やブランド化などに地域の総合力で取り組む。
個店の魅力発信の強化やリノベーションの取組のエリア展開により、まちの魅力や集客力の向上を図る。
企業誘致・定着の促進や、スマート農業の推進、起業創業の支援などにより、新たな産業や雇用を創出するとともに、若年者の地元企業への就労支援や誰もが働
きやすい環境づくりに取り組み、地域産業を担う人材の確保を図る。

【測定方法】経済センサスによる。

【考え方】
都市機能が集積する中心市街地では、ヒト中心の魅力あるまちを実現するため、沼津駅周辺総合整備事業や総合体育館整備等の基盤整備により都市的魅力の
向上を図りつつ、まちなかのにぎわいを創出し、生活利便性の高いまちなかへの居住を促進する。
スポーツツーリズムの推進や歴史・文化資源の保存・活用など、ぬまづの宝である地域資源を最大限活かした取組を推進するとともに、ワーケーションなど新たな
観光スタイルに合わせた取組、アフターコロナを見据えた外国人観光客への受入環境の整備などを進め、交流人口の拡大を図る。
市民一人ひとりが、沼津に誇りを抱き、市民自らが発信するインナープロモーションの促進を図るとともに、沼津のファンを増やす関係人口の創出・拡大に取り組
み、地域の活性化や将来的な移住・定住につなげる。

【取組における評価】
　令和６年度経済センサスの結果では、市内における事業所数や従業者数が減少したが、リノベーションの取組や沼津しごと応援サイトの事業におい　て従業者数
が増加し、起業創業支援事業により新規に創業者数が増加するなど、雇用や事業の創出に一定の成果が見られた。

数値目標

観光交流客数（人）

【測定方法】市民課の数値による。

【測定方法】観光戦略課の調査結果による。

【考え方】
若い世代が安心して子どもを産み育てることができるよう、経済的な負担を軽減する施策の拡充や、出会い・結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援の更なる
充実を図るとともに、特色ある沼津らしい教育に地域総がかりで取り組み、若い世代が希望する子育て環境づくりを進める。
女性活躍の推進や柔軟な働き方の普及など、家族や地域、企業と連携した仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の確保に努めるとともに、スポーツなどを通
じた健康づくり活動を促進し、誰もが心身ともに元気で健康に生活できる社会の実現を図る。

【取組における評価】
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、基準値に対して多くの事業で悪化していた数値に回復傾向が見られたが、生活等様式の変化によりコロナ禍前以前ま
で回復していないものもある。しかしながら、移住者数は目標値を大きく上回り、社会移動数は４年連続で転入超過を達成するなど、新しいひとの流れが形成され
つつある。

数値目標

出生数（人）

数値目標

子育て世帯数（世帯）

【測定方法】市民課の数値による。

【取組における評価】
　「津波避難路の点検及び再整備の割合」や「地域別災害避難行動作成率」が100％に達するなど、災害に強い安全・安心な生活環境が形成されている。また、「市
内刑法犯認知件数」も基準値から減少している。今後も多方面に安全・安心な地域をつくる必要がある。

数値目標

沼津に愛着を感じ、住みたい、
住み続けたいと思う市民の割合（％）

【測定方法】18歳以下の子どもがいる世帯数で、市民課の数値による。基準値は令和２年４月１日時点

【考え方】
地震・津波対策や、気候変動の影響を踏まえた常襲浸水地域の浸水被害対策、観光拠点における来訪者の安全確保など、激甚化する自然災害への対策を総合
的に推進する。また、大規模災害発生時には、地域住民による防災活動が重要となることから、自主防災組織の充実・強化や地域別の災害避難行動計画の策定
などに取り組む。
公共交通ネットワークの形成など、生活利便性の向上を図るとともに、地域住民の自主的な活動の支援、高齢者の生きがいづくり、多文化共生の推進に取り組み、
市民がいつまでも安心して、それぞれの地域で共に支え合い、快適に暮らせるまちづくりを進める。
市民や事業者とSDGsの理念を共有して地域課題の解決に取り組むとともに、ICT等の最先端技術の導入を産学官連携のもと推進し、都市の魅力の向上を図る。

【測定方法】政策企画課の調査結果による。

【取組における評価】
　子ども・子育て支援の充実により、子育てしやすい環境にあると感じている市民の割合は年々高くなっているものの、出生数や子育て世帯数は依然として減少傾
向にあるため、出産しやすい環境づくりと子育て支援策の内外へのプロモーションが重要であると考えられる。
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